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Here the development process and application of Problem-Based Learning (PBL) are shown. 
Nagasaki University uses PBL for the recurrent education. This is the only and front-end applied 
example of PBL in the field of fisheries and its related industry (FFRI). Following points are clarified.  
1, Rearranging of the process that PBL widened the applied range; 2, Actual situation of the practice 
activity using PBL in FFRI, through them; 3, Validity and the cut-end such as aspect of the application 
technique of PBL in FFRI.  
PBL appeared in the medical education in Canada in the 1960s. The medical education course 
propelled improvement of PBL afterward. It was introduced into Japan in 1990, and the engineering 
system education began that it had been applied afterwards. In PBL, only and independent solution 
problem is usually set. Group learning by PBL makes the effect for the students and gives them the 
ability of knowledge, technique, team communication. 
We now can see only a 4-year practice example for the application to FFRI recently. Here, the 
Tailor-made solution (TMS) such as the one-to-one type PBL education is performed. The framework of 
the curriculum is on the concept of cybernetics. By the past technical system education, the 
characteristic of PBL is the single problem setting. It was suitable for the training of the ability to solve 
a typical problem. In contrast, TMS is held because PBL in FFRI expects the solution of practical 
problem. This TMS is the first applied form in the history of PBL. The recurrent education in the 
primary industry will have to analyze/know this example. 
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PBL はカナダの McMaster 大学医学部で1969年に開発さ
れた教育方針であると言われている3)。以後，オーストラリア
の Newcastle 大学（1978），アメリカの Harvard 大学におけ































と，PBL 発端は上述の McMaster 大学にあるのではなく，







































Paper Bicycle Project である。現在，広島大学工学部11)の授






Paper Bicycle Project とは，グループ学習による，受講生
が厚紙や紙パイプを使って人が乗って移動できる自転車を作







































て PBL の実践の場を見ておこう。 
学部教育段階で PBL を取り入れた先行例を探すなら，例









































































































































プ型 PBL（Small-Group PBL），チューター利用型 PBL







サイバネが取り入れている Hybrid PBL と PBL-Tutorial の
概念図である。Hybrid PBL では，PBL 型の授業（例えば，
授業 A）が設定されているカリキュラムの中で，授業 A が開
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には職業の現場で行われる OJT（On the Job Training）を








1） PBL については Program-Based Learning との位置づ
けもあるが，本論では本質的な呼称であることに留意して
表記した。 
2） 古 い 資 料 だ が  "SPEAKING OF TEACHING" 
STANFORD UNIVERSITY NEWSLETTER ON 

























ある。ちなみに，同書のいう Newcastle 大学は豪州の The 
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University of Newcastle のことで，これに触れている点が




5） 井上明「PBL（Problem Based Learning）による情報
リテラシー教育」『同志社政策科学研究』第７巻第１号, 
pp.66（2005）による PBL の普及過程の整理では，「その後，
オランダの Limburg 大学，オーストラリアの New Castle
















ありうるとの趣旨で PBL を評価（前者の pp.58-59と後者
の pp.41の記述から判断）をしている。 




学教育学教室専任教授）。Case Western Reserve 大学はオ
ハイオ州クリーブランドにある私立大学（1967年創立）で


























































































授与称号 は ， 長 崎 大 学 水 産コンダクター （ NUFIC: 
Nagasaki University Fisheries Industry Conductor）」で
ある。なお修了とは，いわゆる卒業のこと。 
28）筆者の身近な例をよげるのではない。おそらく水産分野
では世界的にみても初例であるという点で選択した事例で
ある。 
29）サイバネ実施側とは，教員とスタッフ（研究員と補助員）
を指す。３コースと共通カリキュラム部（経営と環境で構
成）ごとにいるスタッフが，各受講生との間で事務連絡か
ら相談事までの窓口となる。サイバネでは，これを問題解
決に関係する interface 機能として強く重視し，素早い情
報共有で“教員⇔スタッフ⇔受講生”の関係を密に保ち続
けている。この点が，カリキュラムの表舞台に出てはこな
いが，このプロジェクトに対する受講生の信頼を得ている
基盤となっている。 
30）サイバネを仕掛ける側からの表現。これは，受講生の立
場から説明するなら，課題解決のために持つ必要がある「関
連専門知識の収集，戦略を立てる能力の育成，専門知識そ
の使い方の習得，教員やスタッフを含む課題に関係する人
たちとの間でチームワークを築いて前進させる能力，課題
解決までの手順が合理的であるとして他者に説明する能力
（立てた戦略とそれによって解決できたというプロセスの
ふり返り）」を示すことと同義。 
31）促したにも関わらず，受講生の本業の都合でそのタイミ
ングが遅れた，事実上，対応をさぼっていて実行時期が遅
れたという事例は（受講生ー×現地実習のーが母ーとなる
だけに）多い。その影響は，最後の半年の作業に明らかに
及ぶ。ただし，タイミングの遅れが，初期設定の課題対象
が解決の対象から外れるようになった（例えば，某事業者
が自分で何らかの対策をした）という事態を見つけること
にもつながるので，遅れ＝悪玉，と大括りにできないこと
もある。 
32）もちろん出発点は，医学生に実践能力を身につけてほし
 
いとの点にあるだろう。実践能力の体得という点で純粋昇
華していたことが，PBL の広い範囲への応用を可能にした
ことでもあると理解できる。 
